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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 7月 25日 (2007.7.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　

こ と を 特 徴 と す る
Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　

Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置
。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置
。

Ｔ Ｖ 番 組 の 再 生 時 に 得 ら れ る 情 報 に 基 づ い て 利 用 者 に よ る 当 該 番 組 の
興 味 の 程 度 を 求 め る Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 で あ っ て 、 Ｔ Ｖ 番 組 を 構 成 す る 情 報 を 記 憶 す る 装 置
と 、 該 記 憶 手 段 か ら 前 記 Ｔ Ｖ 番 組 を 構 成 す る 情 報 を 取 り 出 し 再 生 す る 手 段 と 、 再 生 中 に 番
組 表 示 の 一 時 停 止 や 、 表 示 速 度 の 変 更 を 操 作 す る 再 生 操 作 手 段 と 、 該 再 生 操 作 手 段 に よ る
操 作 の 内 容 を 記 憶 す る 操 作 内 容 記 憶 手 段 と 、 該 操 作 内 容 記 憶 手 段 に 記 録 さ れ た 操 作 内 容 に
基 づ い て 利 用 者 に よ る 当 該 番 組 の 興 味 の 程 度 を 求 め る 手 段 と を 具 備 し た

前 記 番 組 の 興 味 の 程 度 を 求 め る 手 段 は 、 利 用 者 が 再 生 し た Ｔ Ｖ 番 組 の
時 間 を 基 に 興 味 の 程 度 を 求 め る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の

前 記 番 組 の 興 味 の 程 度 を 求 め る 手 段 は 、 利 用 者 が 再 生 し た Ｔ Ｖ 番 組 の
再 生 回 数 を 基 に 興 味 の 程 度 を 求 め る １

前 記 番 組 の 興 味 の 程 度 を 求 め る 手 段 は 、 利 用 者 が 再 生 し た Ｔ Ｖ 番 組 の
再 生 速 度 を 基 に 興 味 の 程 度 を 求 め る １



　 　 【 請 求 項 ５ 】 　

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 前 記 操 作 内 容 記 憶 手 段 に 対 し て 、 そ の 記 憶 内 容 を 操 作 が 発 生 し た 時 点
で 再 生 し て い た Ｔ Ｖ 番 組 の 時 刻 情 報 の 順 番 で 並 べ な お す 手 段 と 、 並 べ な お し た 記 憶 内 容
を に 、 利 用 者 が 再 生 し た Ｔ Ｖ 番 組 の 範 囲 の 時 間 を 算 出 す る 手 段 と 、 該 算 出 さ れ た
利 用 者 が 再 生 し た Ｔ Ｖ 番 組 の 範 囲 の 時 間 を に 、 当 該 Ｔ Ｖ 番 組 に 対 す る 利 用 者 の 興 味 の 程
度 を 求 め と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 前 記 操 作 内 容 記 憶 手 段 に 対 し て 、 そ の 記 憶 内 容 を 操 作 が 発 生 し た 時 点
で 再 生 し て い た Ｔ Ｖ 番 組 の 時 刻 情 報 の 順 番 で 並 べ な お す 手 段 と 、 並 べ な お し た 記 憶 内 容
を に 、 利 用 者 が 繰 返 し 発 生 し た Ｔ Ｖ 番 組 の 範 囲 の 再 生 回 数 を 算 出 す る 手 段 と 、
利 用 者 が 繰 返 し 再 生 し た Ｔ Ｖ 番 組 の 範 囲 の 再 生 回 数 を に 、 当 該 Ｔ Ｖ 番 組 に 対 す る 利 用 者
の 興 味 の 程 度 を 求 め と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 前 記 操 作 内 容 記 憶 手 段 に 対 し て 、 そ の 記 憶 内 容 を 操 作 が 発 生 し た 時 点
で 再 生 し て い た Ｔ Ｖ 番 組 の 時 刻 情 報 の 順 番 で 並 べ な お す 手 段 と 、 並 べ な お し た 記 憶 内 容
を に 用 者 が 再 生 し た Ｔ Ｖ 番 組 の 範 囲 を 再 生 時 の 速 度 別 に 算 出 す る 手 段 と 、
再 生 時 の 速 度 別 に 利 用 者 が 再 生 し た Ｔ Ｖ 番 組 の 範 に 、 当 該 Ｔ Ｖ 番 組 に 対 す る 利 用 者
の 興 味 の 程 度 を 求 め と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 。

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 は 、

手 段 と を 具 備 し た Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 で あ る
。

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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前 記 操 作 内 容 記 憶 手 段 は 、 再 生 中 に 番 組 表 示 の 一 時 停 止 や 、 表 示 速 度
の 変 更 を 操 作 す る 再 生 操 作 の 内 容 と 共 に 、 操 作 発 生 時 に 再 生 し て い た 番 組 の 記 録 時 点 で の
時 刻 情 報 を 記 憶 す る １
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　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 請 求 項 １ ～ ８ に 記 載 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 に お い
て 、 該 Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 は 、 電 子 番 組 ガ イ ド （ Ｅ Ｐ Ｇ ） を 取 得 す る 手 段 と 、 該 取 得 さ れ た
Ｅ Ｐ Ｇ を 記 憶 す る 手 段 と 、 該 記 憶 し て い る Ｅ Ｐ Ｇ を 検 索 す る 手 段 と 、 現 在 の 日 時 を 取 得 す
る 手 段 と 、 利 用 者 の Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 操 作 を 取 得 す る 手 段 と 、 利 用 者 が 視 聴 し た 番 組 の 情 報 を
記 録 す る 手 段 と 、 該 利 用 者 が 視 聴 し た 番 組 の 情 報 に 基 づ き 、 前 記 利 用 者 が 視 聴 し た 番 組 に
重 み 付 け を 行 う 手 段 と 、 利 用 者 が 視 聴 し た 番 組 の 情 報 に 基 づ き 、 お 薦 め の Ｔ Ｖ 番 組 を 提 示
す る 手 段 と 、 前 記 番 組 別 の 重 み 付 け に 基 づ い て 、 前 記 お 薦 め の Ｔ Ｖ 番 組 の 提 示 の 際 の 提 示
順 位 を 変 更 す る 手 段 と を 有 し 、 前 記 操 作 内 容 記 憶 手 段 の 記 録 内 容 に 基 い て 求 め た 興 味 の 程
度 に よ っ て 、 前 記 番 組 別 の 重 み を 修 正 す る 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る Ｔ Ｖ 番 組 視 聴
装 置 。

Ｔ Ｖ 番 組 の 再 生 時 に 得 ら れ る 情 報 に 基 づ い て 利 用 者 に よ る 当 該 番 組 の 興 味 の
程 度 を 求 め る Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 で あ っ て 、 Ｔ Ｖ 番 組 を 構 成 す る 情 報 を 記 憶 す る 装 置 と 、 該
記 憶 手 段 か ら 前 記 Ｔ Ｖ 番 組 を 構 成 す る 情 報 を 取 り 出 し 再 生 す る 手 段 と 、 再 生 中 に 番 組 表 示
の 一 時 停 止 や 、 表 示 速 度 の 変 更 を 操 作 す る 再 生 操 作 手 段 と 、 該 再 生 操 作 手 段 に よ る 操 作 の
内 容 を 記 憶 す る 操 作 内 容 記 憶 手 段 と 、 該 操 作 内 容 記 憶 手 段 に 記 録 さ れ た 操 作 内 容 に 基 づ い
て 利 用 者 に よ る 当 該 番 組 の 興 味 の 程 度 を 求 め る

　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 前 記 Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 に お い て 、 前 記 番 組 の 興 味 の 程 度 を 求 め る 手
段 は 、 利 用 者 が 再 生 し た Ｔ Ｖ 番 組 の 時 間 を 基 に 興 味 の 程 度 を 求 め る こ と を 特 徴 と し た も の
で あ る 。



【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 前 記 Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 に お い て 、

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 前 記 Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 に お い て 、 前 記 操 作 内 容 記 憶 手 段 に 対 し て 、
そ の 記 憶 内 容 を 操 作 が 発 生 し た 時 点 で 再 生 し て い た Ｔ Ｖ 番 組 の 時 刻 情 報 の 順 番 で 並 べ な お
す 手 段 と 、 並 べ な お し た 記 憶 内 容 を に 、 利 用 者 が 再 生 し た Ｔ Ｖ 番 組 の 範 囲 の 時 間 を 算
出 す る 手 段 と 、 該 算 出 さ れ た 利 用 者 が 再 生 し た Ｔ Ｖ 番 組 の 範 囲 の 時 間 を に 、 当 該
Ｔ Ｖ 番 組 に 対 す る 利 用 者 の 興 味 の 程 度 を 求 め 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 前 記 Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 に お い て 、 前 記 操 作 内 容 記 憶 手 段 に 対 し て 、
そ の 記 憶 内 容 を 操 作 が 発 生 し た 時 点 で 再 生 し て い た Ｔ Ｖ 番 組 の 時 刻 情 報 の 順 番 で 並 べ な お
す 手 段 と 、 並 べ な お し た 記 憶 内 容 を に 、 利 用 者 が 繰 返 し 発 生 し た Ｔ Ｖ 番 組 の 範 囲 の 再
生 回 数 を 算 出 す る 手 段 と 、 利 用 者 が 繰 返 し 再 生 し た Ｔ Ｖ 番 組 の 範 囲 の 再 生 回 数 を

に 、 当 該 Ｔ Ｖ 番 組 に 対 す る 利 用 者 の 興 味 の 程 度 を 求 め 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 前 記 Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 に お い て 、 前 記 操 作 内 容 記 憶 手 段 に 対 し て 、
そ の 記 憶 内 容 を 操 作 が 発 生 し た 時 点 で 再 生 し て い た Ｔ Ｖ 番 組 の 時 刻 情 報 の 順 番 で 並 べ な お
す 手 段 と 、 並 べ な お し た 記 憶 内 容 を に 用 者 が 再 生 し た Ｔ Ｖ 番 組 の 範 囲 を 再 生 時 の
速 度 別 に 算 出 す る 手 段 と 、 再 生 時 の 速 度 別 に 利 用 者 が 再 生 し た Ｔ Ｖ 番 組 の 範

に 、 当 該 Ｔ Ｖ 番 組 に 対 す る 利 用 者 の 興 味 の 程 度 を 求 め 。
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前 記 番 組 の 興 味 の 程 度 を 求 め る 手
段 は 、 利 用 者 が 再 生 し た Ｔ Ｖ 番 組 の 再 生 回 数 を 基 に 興 味 の 程 度 を 求 め る こ と を 特 徴 と し た
も の で あ る 。
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 前 記 Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 に お い て 、 前 記 番 組 の 興 味 の 程 度 を 求 め る 手
段 は 、 利 用 者 が 再 生 し た Ｔ Ｖ 番 組 の 再 生 速 度 を 基 に 興 味 の 程 度 を 求 め る こ と を 特 徴 と し た
も の で あ る 。
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 前 記 Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 に お い て 、 前 記 操 作 内 容 記 憶 手 段 は 、 再 生 中
に 番 組 表 示 の 一 時 停 止 や 、 表 示 速 度 の 変 更 を 操 作 す る 再 生 操 作 の 内 容 と 共 に 、 操 作 発 生 時
に 再 生 し て い た 番 組 の 記 録 時 点 で の 時 刻 情 報 を 記 憶 す る こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。

該 基
を 有 し 基

る こ と を 特 徴 と し た も の で あ る

該 基
を 有 し 該

基 る こ と を 特 徴 と し た も の で あ る

該 基 、 利
を 有 し 該 囲 を

基 る こ と を 特 徴 と し た も の で あ る
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 前 記 Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 に お い て 、 該 Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 装 置 は 、 電 子 番 組
ガ イ ド （ Ｅ Ｐ Ｇ ） を 取 得 す る 手 段 と 、 該 取 得 さ れ た Ｅ Ｐ Ｇ を 記 憶 す る 手 段 と 、 該 記 憶 し て



【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ４ ， Ｓ ２ ０ ５ に よ り 、 利 用 者 が 、 再 生 操 作 手 段 ６ を 操 作 す る 毎 に
、 番 組 再 生 手 段 ３ か ら 、 現 在 、 再 生 し て い る 箇 所 が 記 録 さ れ た 時 刻 と 、 再 生 速 度 を 求 め 、
そ の 操 作 内 容 と 、 時 刻 情 報 、 再 び 再 生 速 度 の 組 を 、 に 記 録 す る 。
　 こ の と き 、 利 用 者 が 再 生 操 作 手 段 ６ で 操 作 し た 順 番 で 、 再 生 操 作 記 録 手 段 １ ４ に 記 録 す
る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 次 い で 、 変 数 Ｖ Ｃ が １ ． ５ 以 上 か 否 か を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ６ ） 、 変 数 Ｖ Ｃ ３ が
１ ． ５ 以 上 で あ れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ １ ０ へ 進 む 。
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ １ ０ で は 、 変 数 Ｖ Ｃ ５ と 変 数 Ｖ Ｃ ４ の 差 を 計 算 し 、 そ の 差 分 を 、 変 数 Ｖ Ｃ
２ に 加 算 す る 。
　 そ し て 、 再 び 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ２ の 処 理 へ 戻 る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ７ で は 、 変 数 Ｖ Ｂ ２ の 値 を 、 重 み 算 出 手 段 １ ９ へ 出 力 し 、 再 生 回 数 取 得
手 段 １ ７ の 処 理 は 終 了 す る 。
　 一 方 、 操 作 記 憶 装 置 １ ５ か ら 全 て を 読 み 出 し て な か っ た 場 合 、 即 ち 、 ま だ 、 新 た に 読 み
出 す こ と が で き た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ４ に 進 む 。
　 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ４ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ２ の 処 理 で 読 み 出 し た 再 生 速 度 が 、 ０ よ り 大 き
い か 否 か を 判 定 し 、 ０ よ り 大 き い 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ に 進 み 、 変 数 Ｖ Ｂ １ の 値 を

。
　 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ４ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ２ の 処 理 で 読 み 出 し た 、 再 生 速 度 が 、 ０ の
場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ に 進 み 、 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ３ 】
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い る Ｅ Ｐ Ｇ を 検 索 す る 手 段 と 、 現 在 の 日 時 を 取 得 す る 手 段 と 、 利 用 者 の Ｔ Ｖ 番 組 視 聴 操 作
を 取 得 す る 手 段 と 、 利 用 者 が 視 聴 し た 番 組 の 情 報 を 記 録 す る 手 段 と 、 該 利 用 者 が 視 聴 し た
番 組 の 情 報 に 基 づ き 、 前 記 利 用 者 が 視 聴 し た 番 組 に 重 み 付 け を 行 う 手 段 と 、 利 用 者 が 視 聴
し た 番 組 の 情 報 に 基 づ き 、 お 薦 め の Ｔ Ｖ 番 組 を 提 示 す る 手 段 と 、 前 記 番 組 別 の 重 み 付 け に
基 づ い て 、 前 記 お 薦 め の Ｔ Ｖ 番 組 の 提 示 の 際 の 提 示 順 位 を 変 更 す る 手 段 と を 有 し 、 前 記 操
作 内 容 記 憶 手 段 の 記 録 内 容 に 基 い て 求 め た 興 味 の 程 度 に よ っ て 、 前 記 番 組 別 の 重 み を 修 正
す る 手 段 と を 備 え た も の で あ る 。

操 作 記 憶 装 置 １ ５

３

５ イ ン
ク リ メ ン ト す る

８ ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ２ の 処 理 に 戻 る



　 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ６ で は 、 変 数 Ｖ Ｂ １ が 変 数 Ｖ Ｂ ２ よ り も 大 き い か 否 か を 判 定 し 、 変 数 Ｖ
Ｂ １ が 変 数 Ｖ Ｂ ２ よ り も 大 き い 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ に 進 み 、 変 数 Ｖ Ｂ １ の 値 を Ｖ Ｂ ２
へ 格 納 し 、 再 び ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ２ の 処 理 へ 戻 る 。
　 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ６ に お い て 、 変 数 Ｖ Ｂ １ が 変 数 Ｖ Ｂ ２ 以 下 で あ る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０
２ の 処 理 へ 戻 る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ５ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ２ で 、 操 作 記 憶 装 置 １ ５ の 記 録 内 容 を 、 先 頭 か ら 順 番 に 読 み 取 る
。
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ４ ～ Ｓ ８ ０ ６ ， ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ 、 読 み 取 っ た 記 録 内 容 の 、
再 生 速 度 に 注 目 す る 。
　 再 生 速 度 が ０ よ り 大 き い 場 合 、 変 数 Ｖ Ｂ １ の 値 を イ ン ク リ メ ン ト し 、 変 数 Ｖ Ｂ １ と 変 数
Ｖ Ｂ ２ と を 比 較 す る 。
　 変 数 Ｖ Ｂ １ が 大 き い 場 合 、 変 数 Ｖ Ｂ １ の 値 を 、 変 数 Ｖ Ｂ ２ に 格 納 す る

変 数 Ｖ Ｂ １ は 、 当 該 再 生 箇 所 の 再 生 回 数 を 保 持 し て い る 。
　 再 生 速 度 が ０ よ り 大 き い 場 合 、 そ の 箇 所 は 再 生 が 開 始 さ れ た 箇 所 で あ る 。
　 同 様 に 、 再 生 速 度 が ０ の 場 合 、 そ の 箇 所 は 再 生 が 終 了 し た 箇 所 で あ る 。
　 変 数 Ｖ Ｂ ２ は 、 変 数 Ｖ Ｂ １ の 最 大 値 を 保 持 し て お り 、 こ の 値 は 、 再 生 し た 範 囲 に お け る
繰 り 返 し 再 生 回 数 の 最 大 値 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ５ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ３ で 、 ス テ ッ プ ２ で 得 た 再 生 結 果 を 、 以 下 の 各 変 数 に 格 納 す る
。
　 ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ８ （ 図 ７ 参 照 ） の 処 理 で 、 変 数 Ｖ ２ に 格 納 し て い た 、 タ イ ム シ フ ト 再
生 中 に 実 際 に 再 生 し た 範 囲 の 時 間 を 、 変 数 Ｖ Ｘ １ に 格 納 す る 。
　 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ７ （ 図 ８ 参 照 ） の 処 理 で 、 変 数 Ｖ Ｂ ２ に 格 納 し て い た 、 タ イ ム シ フ ト 再
生 中 に 繰 り 返 し 再 生 し た 回 数 の 最 大 値 を 、 変 数 Ｖ Ｘ ２ に 格 納 す る 。
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ８ （ 図 ６ 参 照 ） の 処 理 で 、 変 数 Ｖ Ｃ １ に 格 納 し て い た 、 タ イ ム シ フ ト 再
生 中 に ス ロ ー 再 生 し た 時 間 の 積 算 値 を 、 変 数 Ｖ Ｘ ３ に 格 納 す る 。
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ８ の 処 理 で 、 変 数 Ｖ Ｃ ２ に 格 納 し て い た 、 タ イ ム シ フ ト 再 生 中 に 再
生 し た 時 間 の 積 算 値 を 、 変 数 Ｖ Ｘ ４ に 格 納 す る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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